
学校番号 3019 
 
 

令和２年度 英語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 英語表現Ⅰ ２ 第１学年 

Revised Vision Quest  

English Expression I  Advanced（啓林館） 

Vision Quest English Grammar 47 New 

Edition（啓林館） 

Vision Quest 総合英語 Ultimate(啓林館) 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

英語を用いて「書く」「話す」「発表する」といった表現する力、またその土台となる表現や文法の力

を養います。予習では Revised Vision Quest English ExpressionⅠAdvanced の右ページの問題に取り

組み（専用ノートを作成）、未知の単語・熟語はノートに書きだし、意味も書いておきましょう。理解

しにくい部分があったり、理解を深めたりしたい場合はまず、参考書(Ultimate)を読み、それでも不明

な点が残る場合は授業でのペア活動や質問を通して解消していってください。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目：「英語表現」（２単位）総合英語Ⅰ(４単位) 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

身近なトピック

について、幅広く

意見や情報の交

換をすることが

できる。 

 

 

総合英語 

英語表現 

身近な話題に関し

て説明をし、自分の

意見をつなぎの語

やフレーズを活用

して、まとまりのあ

る段落を一つ書く

ことができる。 

総合英語 

英語表現 

はっきりと話

されれば、身近

なトピックに

ついての短い

ニュースの要

点を聞き取る

ことができる。 

総合英語 

英語表現 

300 語程度の英文

を、複雑なところは

時間をかけて読み、

全体の要旨を理解

し、大事な点をもれ

なく理解すること

ができる。 

総合英語 

英語表現 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
英語表現の能力 英語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

ペアーワーク時の行動

の観察 

 

行動の観察 
ルーブリックによるパ
フォーマンステスト評
価 
定期考査 

定期考査 
ワークブック 

ペアーワークの行動の
観察 
ワークブック 
定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1 

( 2 時間) 

文の種類 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

さまざまな文の種類 

（平叙文・疑問文・命 

令文・感嘆文）の英文 

を場面に応じて使い分 

ける。 

書き言葉における語順 

話し言葉におけるイント 

ネーションなども重要な 

ファクターであることを 

知る。 

さまざまな文の種類 

（平叙文・疑問文・命 

令文・感嘆文）の英文 

を場面に応じて使い 

分けている。 

授業内のペアーワー 

クの中で観察する。 

「英語表現の能力」 

さまざまな文の種類 

（平叙文・疑問文・命 

令文・感嘆文）の英文 

を書く。 

英語の表現のバリエーシ 

ョンを把握し、コミュニ 

ケーションの場面に落と 

し込む。  

 

さまざまな文の種類 

（平叙文・疑問文・命 

令文・感嘆文）の英文 

を書くことができる。 

命令文で書かれた家

庭のルールを提出

する。 

「英語理解の能力」 

初対面の人同士の会話

を読んで理解する。

  

 

  

文の形だけではなく 

コミュニケーション 

におけるイントネー 

ション･リズムの重要 

性を知る。 

初対面の人同士の会

話を読んで理解する

ことができる。 

授業内の Model 

Conversation の

Listening Task を利

用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

日本語との類似点･ 

相違点について気づ 

く。  

  

 

言語の適切な使用場 

面を理解、確認する。 

日本語との類似点･ 

相違点を理解してい 

る。  

定期考査において知 

識の定着をみる。 

Lesson 2 

( 4 時間) 

文型と動詞 
 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

さまざまな種類の動詞 

を用い，適切な文型を 

使って英文を使い分け 

る。  

  

  

 

動詞が文型の中心であり 

そこからすべてが始まる 

ことを学ぶ。 

さまざまな種類の動 

詞を用い，適切な文型 

を使って英文を使い 

分けることができる。 

授業内のペアーワー 

クの中で観察する。 

「英語表現の能力」 

さまざまな種類の動詞 

を用い，適切な文型を 

使って英文を書く。

  

  

  

 

動詞の語法の基礎的な部 

分を理解し、様々な動詞 

について知る。 

さまざまな種類の動 

詞を用い，適切な文型 

を使って英文を書く 

ことができる。 

部屋にあるものにつ 

いての文章、自分の趣 

味や好きなことに関 

する文章を提出。 

「英語理解の能力」 

興味や関心についての 

会話を読んで理解す 

る。  

  

  

 

文の形だけではなく 

コミュニケーション 

におけるイントネー 

ション･リズムの重要 

性を知る。 

興味や関心について 

の会話を読んで理解 

することができる。 

授業内の Model  

Conversation の 

Listening Task を利 

用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

文の形だけでなく、 

ニュアンス、意味ま 

でも動詞がコントロ 

ールすること理解す

る。 

動詞の適切な使用法 

を学ぶ。 

文の形だけでなく、 

ニュアンス、意味ま 

でも動詞がコントロ

ールすることを 

認識している。 

定期考査において知 

識の定着をみる。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 3 

( 4 時間) 

時制 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

現在，過去，未来につ 

いての英文を書く。

  

 

英語には時と時制がある 

ことを知り、動詞が大き 

な役割を果たすことを学 

ぶ。 

現在，過去，未来につ 

いての英文を書くこ 

とができる。

  

 

授業内のペアーワー 

クの中で観察する。 

「英語表現の能力」 

現在，過去，未来につ 

いて、とりわけ未来の 

表現については様々な 

未来の英文を書く。 

現在，過去，未来、又、 

それぞれの進行形を不自 

由なく書けるようにな 

る。 

現在，過去，未来につ 

いて、とりわけ未来の 

表現については様々 

な未来の英文を書く 

ことができる。 

相手の旅行の計画に 

ついて簡単な文章を 

書いて提出。 

「英語理解の能力」 

旅行の計画についての

会話を読んで理解す

る。 

文の形だけではなく 

コミュニケーション 

におけるイントネー 

ション･リズムの重要 

性を知る。 

旅行の計画について

の会話を読んで理解

することができる。 

授業内の Model 

Conversation の

Listening Task を利

用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

時制が時だけではな 

く、事実との距離も 

表すということを感 

じ取る。  

 

時制に関する学習の入り 

口に立つ。 

時制が時だけでは 

なく、事実との距離 

も表すということ 

を感じ取れている。 

定期考査において知 

識の定着をみる。 

Lesson 4 

( 4 時間) 

完了形 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

完了形を使って，現 

在・過去・未来の完了・ 

を表す。 

現在形とも過去形とも 

違う現在完了形を感じ 

る。過去形と過去完了形 

の違いについても意識で 

きるようになる。 

完了形を使って，現 

在・過去・未来の完 

了を表すことができ 

る。 

授業内のペアーワー 

クの中で観察する。 

「英語表現の能力」 

完了形を使って，現 

在・過去・未来の完了・ 

結果，継続，経験を表 

す。 

現在完了・過去完了形 

を使う際に副詞の役割を 

意識して実際的に使用す 

る。 

完了形を使って，現 

在・過去・未来の完 

了・結果，継続，経験 

を表すことができる。 

過去に行ったことの 

ある場所について、 

初めて何かを経験し 

た時のことについて 

文章を書いて提出。 

「英語理解の能力」 

スポーツを話題に 

した会話を読んで 

理解する。  

文の形だけではなく 

コミュニケーション 

におけるイントネー 

ション･リズムの重要 

性を知る。 

スポーツを話題に 

した会話を読んで 

理解することがで 

きる。 

授業内の Model 

Conversation の

Listening Task を利

用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

点の時間しか表せない 

日本語と線の時間を意 

識できる英語の相違を 

理解する。 

時の表現、時を表すさま 

ざまな形を場面に応じて 

使えるようになる。 

点の時間しか表せな 

い日本語と線の時間 

を意識できる英語の 

相違を理解すること 

ができる。 

定期考査において知 

識の定着をみる。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 5 

( 6 時間) 

助動詞 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

助動詞を使って，自分 

の気持ちなどを表す。 

様々な助動詞を実際の場 

面に応じて使用できるよ 

うになる。 

助動詞を使って，気持 

ちなどを表すこと 

ができる。 

授業内のペアーワー 

クの中で観察する。 

「英語表現の能力」 

助動詞を使って，能 

力・許可・義務・禁止・ 

推量などを表す。 

時制を意識しながら様々 

な助動詞を実際の場面に 

応じて使用できるように 

なる。 

助動詞を使って，能 

力・許可・義務・禁止・ 

推量などを表すこと 

ができる。 

学校の規則について 

の文章と過去の習慣 

について文章を提出 

。 

「英語理解の能力」 

レストランでの会話を

読んで理解する。 

文の形だけではなく 

コミュニケーション 

におけるイントネー 

ション･リズムの重要 

性を知る。 

レストランでの会話

を読んで理解するこ

とができる。 

授業内の Model 

Conversation の

Listening Task を利

用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

助動詞と時制が人間関 

係の中で重要な役割を 

果たしていることを知 

る。 

それぞれの助動詞の持つ 

特性と意味を理解し、実 

際の場面で使えるように 

なる。 

助動詞と時制が人間 

関係の中で重要な役 

割を果たしているこ 

とを認識している。 

定期考査において知 

識の定着をみる。 

Lesson 6 

( 4 時間) 

受動態 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

受動態を使って様々 

な自分の感情を表す 

表現を理解する。 

様々な受動態を実際の場 

面に応じて使用できるよ 

うになる。 

受動態を使って 

様々な自分の感情 

を表す表現を理解 

することができる。 

授業内のペアーワー 

クの中で観察する。 

「英語表現の能力」 

受動態を使って適切に 

英文を書く。 

様々な時制や文型の中で 

受動態を使用できるよ 

うになる。 

受動態を使って適切 

に英文を書くことが 

できる。 

最近驚いたことにつ 

いての文章、歴史的な 

建物について説明を 

書いて提出。 

 

「英語理解の能力」 

観光についての会話を 

読んで理解する。 

文の形だけではなく 

コミュニケーション 

におけるイントネー 

ション･リズムの重要 

性を知る。 

観光についての会話 

を読んで理解するこ 

とができる。 

授業内の Model 

Conversation の

Listening Task を利

用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

なぜ受動態を使うこ 

とが必要な場面があ 

るかを理解する。 

能動態とのニュアンスの 

違いを意識しながら、 

受動態の文に触れる。 

なぜ受動態を使う 

ことが必要な場面 

があるかを認識し 

ている。 

定期考査において知 

識の定着をみる。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 7 

( 6 時間) 

不定詞 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

不定詞を使って感謝 

や、謝罪を表す表現を 

理解する。 

不定詞の様々な用法を実 

際の場面に応じて使用で 

きるようになる。 

不定詞を使って感謝 

や、謝罪を表す表現を 

認識している。 

授業内のペアーワー 

クの中で観察する。 

「英語表現の能力」 

不定詞を使って適切 

に英文を書く。 

不定詞の様々な用法を時 

制、文型の中で使用で 

きるようになる。 

不定詞を使って適 

切に英文を書くこ 

とができる。 

日常生活でしないよ 

うに気を付けている 

ことについて文章を 

書いて提出。 

「英語理解の能力」 

プレゼントに関する会

話を読んで理解する。 

文の形だけではなく 

コミュニケーション 

におけるイントネー 

ション･リズムの重要 

性を知る。 

プレゼントに関する

会話を読んで理解す

ることができる。 

授業内の Model 

Conversation の

Listening Task を利

用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

不定詞の持つ未来性に 

ついて考える。 

動名詞とのニュアンスの 

違いを意識しながら、 

不定詞の文に触れる。 

不定詞の持つ未来性 

について認識してい 

る。 

定期考査において知 

識の定着をみる。 

Lesson 8 

( 4 時間) 

動名詞 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

動名詞を使って勧誘 

や、申し出を表す表現 

を理解する。 

動名詞の様々な用法を実 

際の場面に応じて使用で 

きるようになる。 

動名詞を使って勧誘 

や、申し出を表す表現 

を認識している。 

授業内のペアーワー 

クの中で観察する。 

「英語表現の能力」 

動名詞を使って適切 

に英文を書く。 

動名詞の様々な用法を時 

制や文型を考えたり、意 

味上の主語などを適切に 

補いながら使用できるよ 

うになる。 

動名詞を使って適 

切に英文を書くこ 

とができる。 

自分が楽しみにして 

いることについて 

文章を書いて提出 

「英語理解の能力」 

映画に関する会話を読 

んで理解する。 

文の形だけではなく 

コミュニケーション 

におけるイントネー 

ション･リズムの重要 

性を知る。 

映画に関する会話を 

読んで理解すること 

ができる。 

授業内の Model 

Conversation の

Listening Task を利

用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

動名詞の持つ現在･過 

去性について考える。 

不定詞とのニュアンスの 

違いを意識しながら、 

動名詞の文に触れる。 

動名詞の持つ現在･過

去性について認識し

ている。 

定期考査において知 

識の定着をみる。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 9 

( 4 時間) 

分詞 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

分詞を使って写真を描 

写する表現を理解す 

る。 

分詞の様々な用法を実 

際の場面に応じて使用で 

きるようになる。 

分詞を使って写真を 

描写する表現を認識 

している。 

授業内のペアーワー 

クの中で観察する。 

「英語表現の能力」 

分詞を使って適切 

に英文を書く。 

分詞の様々な用法を時 

制や文型を考えたり、意 

味上の主語などを適切に 

補いながら使用できるよ 

うになる。 

分詞を使って適 

切に英文を書くこ 

とができる。 

日本人の一般的な特 

徴について簡単な文 

章を書いて提出。 

「英語理解の能力」 

絵画およびルールにつ

いての会話を読んで理

解する。 

文の形だけではなく 

コミュニケーション 

におけるイントネー 

ション･リズムの重要 

性を知る。 

絵画およびルールに

ついての会話を読ん

で理解することがで

きる。 

授業内の Model 

Conversation の

Listening Task を利

用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

分詞の修飾関係や、付 

帯状況のＯＣの関係の 

中での受動･能動関係 

の日本語との相違点に 

気づく。 

ＳＶ、ＯＣの関係を態に 

意識しながら使えるよう 

になる。 

分詞の修飾関係や、付 

帯状況のＯＣの関係 

の中での受動･能動関 

係の日本語との相違 

点を認識している 

定期考査において知 

識の定着をみる。 

Lesson10 

( 6 時間) 

関係詞 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

関係詞を使って物事の 

説明をするための表現 

を使う。 

様々な関係詞を実際の場 

面に応じて使用できるよ 

うになる。 

関係詞を使って物事 

の説明をするための 

表現を使うことがで 

きる。 

授業内のペアーワー 

クの中で観察する。 

「英語表現の能力」 

関係詞を使って適 

切に英文を書く。 

様々な関係詞を先行詞に 

に応じて使用できるよ 

うになる。 

関係詞を使って 

適切に英文を書くこ 

とができる。 

自分が必要としてい 

ることについて、 

住んでみたい国や町 

について文章を書い 

て提出。 

「英語理解の能力」 

文化に関する会話を読 

んで理解する。 

文の形だけではなく 

コミュニケーション 

におけるイントネー 

ション･リズムの重要 

性を知る。 

文化に関する会話を 

読んで理解すること 

ができる。 

授業内の Model 

Conversation の

Listening Task を利

用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

関係詞を使うことによ 

って描写に幅ができる 

ことを知る。 

関係代名詞、関係副詞を 

状況に応じて使い分けら 

れるようになる。 

 

関係詞を使うことに 

よって描写に幅がで 

きることを認識して 

いる。 

定期考査において知 

識の定着をみる。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 11 

( 4 時間) 

比較 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

比較の表現を使って意 

見を述べたり、主張す 

るための表現を身につ 

ける。 

様々な比較表現を使って 

優劣をつけ、物事の是非 

を論じられるようにな 

る。 

比較の表現を使って 

意見を述べたり、主張 

するための表現を身 

につけている。 

授業内のペアーワー 

クの中で観察する。 

「英語表現の能力」 

比較の表現（原級・比 

較級・最上級）を使っ 

て適切に英文を書く。 

様々な比較表現を使っ 

て、図表をうまく描写し 

分析できるようになる。 

比較の表現（原級・比 

較級・最上級）を使っ 

て適切に英文を書く 

ことができる。 

日本の少子化につい 

て文章を書いて提出。 

「英語理解の能力」 

社会問題に関する会話

を読んで理解する。 

文の形だけではなく 

コミュニケーション 

におけるイントネー 

ション･リズムの重要 

性を知る。 

社会問題に関する会

話を読んで理解する

ことができる。 

授業内の Model 

Conversation の

Listening Task を利

用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

論理的に説明をする 

ために正しく比較す 

ることの重要性を知 

る。 

比較するものと、その 

対象を明確にし、基準 

を明らかにして比較 

する。 

論理的に説明をす 

るために正しく比 

較することの重要 

性を認識している。 

定期考査において知 

識の定着をみる。 

Lesson 12 

( 4 時間) 

仮定法 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

仮定法を使って適切 

に助言や提案をするた 

めの表現を使う。 

様々な仮定法を実際の場 

面に応じて使用できるよ 

うになる。 

仮定法を使って適切 

に助言や提案をする 

ための表現を使うこ 

とができる。 

授業内のペアーワー 

クの中で観察する。 

「英語表現の能力」 

仮定法を使って適切 

に英文を書く。 

時制に焦点を当てながら 

仮定法の形に慣れ、習熟 

する。 

仮定法を使って適 

切に英文を書くこ 

とができる。 

自分自身や家族に望 

むこと自分の悩みに 

ついての文章を書い 

て提出。 

「英語理解の能力」 

悩み事に関する会話を 

読んで理解する。 

文の形だけではなく 

コミュニケーション 

におけるイントネー 

ション･リズムの重要 

性を知る。 

悩み事に関する会話 

を読んで理解するこ 

とができる。 

授業内の Model 

Conversation の

Listening Task を利

用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

事実については不確 

かな、人間関係にお 

いては丁寧な表現で 

あることを知る。 

直説法と書き比べる 

ことでニュアンスの 

違いの大きさを知る。 

事実については不 

確かな、人間関係に 

おいては丁寧な表 

現であることを認 

識している。 

定期考査において知 

識の定着をみる。 


